



















受理日　令和 2 年 1 月 31 日
―小学校 2 年生を対象に―
Changes in degree of immersion in swimming classes
：For second graders
1.  はじめに


































































































2. 1.  対象、実施時期
　A 市小学校 2 年生 1 クラス 35 名を対象とし、2019
年 6 月～ 7 月と夏休み後の 9 月の計 8 時間単元で実施
した。











ニさん歩き】を図 2、図 3 に示した。
2. 3.  調査内容
　体育勤勉性尺度（村瀬ら、2017）を元に、没頭度（3 問）
と挑戦度（3 問）に関する設問 6 問を作成し、毎時間
授業終了後に担任教員が実施した。設問は 1（まった













ところ、第 2 ～ 8 時は、第 1 時に対して有意に高く
（p<0.001）、第 7 時（p<0.01）と第 8 時（p<0.01）は
第 1 時に対して有意に高いことが確認された。つまり、





第 3 時が第 1 時（p<0.01）、第 2 時（p<0.05）に対して、
第 4 時が第 1 時（p<0.01）、第 2 時（p<0.05）、第 5 時
（p<0.05）、第 8 時が第 1 時（p<0.05）に対して有意に
高いことが確認された。つまり、挑戦度において第 3
時、第 4 時、第 8 時が高く、第 1 時、第 2 時、第 5 時
が低いことが明らかとなった。
3. 2.  授業記録
　以下に毎時間の授業記録を示す。














































































































3. 2. 6.  第 6 時























































































































































































前半（第 2 時～第 5 時）では呼吸をコントロールする
課題の提示に対して、挑戦的な課題の解決に取り組む
過程において徐々に高められたと捉えられる。また、
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